
長
谷
川
テ
ル
顕
彰
事
業
実
行
委
員
会
（
仮
称
）
奈

良
県
準
備
会
（
代
表
宮
城
恭
子
氏 

奈
良
ア
ジ
ア
・

ア
フ
リ
カ
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
連
帯
委
員
会
会
長
）

主
催
の
「
抗
日
反
戦
を
訴
え
ぬ
い
た
治
安
維
持
法
犠

牲
者
・
エ
ス
ペ
ラ
ン
チ
ス
ト
・
長
谷
川
テ
ル
に
思
い

を
よ
せ
る
つ
ど
い
」
が
開
か
れ
、
二
四
名
が
参
加
。

治
安
維
持
法
下
、
中
国
に
渡
り
命
が
け
で
反
戦
・
平

和
を
訴
え
た
長
谷
川
テ
ル
の
事
績
の
顕
彰
活
動
の
推

進
し
、
安
倍
自
公
政
権
の
「
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」

に
反
対
す
る
闘
い
に
大
い
に
生
か
す
こ
と
を
語
り
合

い
ま
し
た
。 

「
つ
ど
い
」
の
冒
頭
、
実
行
委
員
会
を
代
表
し
て

宮
城
氏
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
安
倍
政
権
の
下
で
、

戦
前
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
命
が

け
で
反
戦
平
和
を
貫
い
た
長
谷
川
テ
ル
の
事
績
に
学

ん
で
、
今
日
の
闘
い
に
生
か
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
続
い
て
、
田
辺
実
実
行
委
員

会
事
務
局
長
が
「
長
谷
川
テ
ル
の
顕
彰
事
業
推
進
の

意
義
と
方
針
を
報
告
・
提
案
。
（
別
項
）
「
つ
ど

い
」
で
は
、
日
中
友
好
協
会
大
阪
府
連
常
任
理
事
の

平
松
悦
雄
氏
が
「
奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校
在
学
中

に
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
に
興
味
を
持
ち
学
び
、
四
年
生
の

時
、
治
安
維
持
法
に
て
退
学
さ
せ
ら
れ
、
そ
の
後
中

国
に
渡
り
中
国
本
土
に
て
、
反
戦
ラ
ジ
オ
放
送
を
二

一
六
回
行
っ
た
長
谷
川
テ
ル
」
の
事
績
を
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
を
使
い
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
講
演
さ
れ
ま

し
た
。
講
演
内
容
は
、
別
途
紹
介
す
る
予
定
で
す
。 

抵
抗
の
歌
を
広
め
る
意
義 

重
要 

ま
た
、
田
中
輝
男
奈
良
蟻
の
会
合
唱
団
団
長
が
、

【
希
望
の
鳩 

ヴ
ェ
ル
ダ
・
マ
ー
ヨ 

長
谷
川
テ
ル

の
歌
】
を
蟻
の
会
で
歌
う
よ
う
な
に
な
っ
た
い
き
さ

つ
な
ど
に
ふ
れ
「
こ
れ
ま
で
、
戦
争
の
加
害
と
被
害

の
歌
が
多
か
っ
た
が
、
侵
略
戦
争
に
抵
抗
し
た
人
達

の
歌
が
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
ケ
イ
・
シ
ュ

ガ
ー
さ
ん
に
よ
っ
て
作
詞
作
曲
さ
れ
て
お
り
、
こ
う

し
た
抵
抗
の
歌
を
広
め
る
こ
と
は
重
要
な
意
義
が
あ

る
と
思
う
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。 

「
つ
ど
い
」
で
は
、
大
阪
民
衆
史
研
究
会
の
松
浦

由
美
子
さ
ん
、
日
中
友
好
協
会
奈
良
県
本
部
の
平
井

冨
勝
事
務
局
長
ら
も
発
言
さ
れ
ま
し
た
。
（
そ
れ
ぞ

れ
の
発
言
は
別
途
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
） 

さ
ら
に
、
JU
観
光
合
同
会
社
の
尾
川
理
江
さ
ん
も

出
席
、
来
年
八
月
に
行
う
ジ
ャ
ム
ス
へ
の
墓
参
の
旅

「長谷川テルに思いをよせるつどい。２４名が参加。 

２０１７年１１月４日。奈良県文化会館。 

命
が
け
で
反
戦
平
和
を
貫
い
た
エ
ス
ペ
ラ
ン
チ
ス
ト 

治
安
維
持
法
犠
牲
者
・
長
谷
川
テ
ル
の
事
績
に 

学
び
今
日
の
闘
い
に
生
か
そ
う 

 
 

 

 ヴェルダ・マーヨ 

ニュースＮＯ．１ 

長
谷
川
テ
ル
に
思
い
を
よ
せ
る 

つ
ど
い  

１１
月
４
日 
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の
計
画
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。 

日
中
不
再
戦
の
誓
い
を
固
め
る 

長
谷
川
テ
ル
の
顕
彰
事
業 

「
つ
ど
い
」
で
は
、
治
安
維
持
法
犠
牲
者
・
長
谷

川
テ
ル
顕
彰
会
（
仮
称
）
の
奈
良
県
準
備
会
事
務
局

長
の
田
辺
実
国
賠
同
盟
奈
良
県
本
部
会
長
は
、
治
安

維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠
償
要
求
同
盟
奈
良
県
本
部
の

呼
び
か
け
に
も
と
づ
い
て
、
五
月
二
六
日
に
「
治
安

維
持
法
犠
牲
者
・
長
谷
川
テ
ル
顕
彰
会
（
仮
称
）
の

奈
良
県
準
備
会
」
を
立
ち
上
げ
て
取
り
組
ん
で
経
緯

を
報
告
。 

エ
ス
ペ
ラ
ン
チ
ス
ト
と
し
て
抗
日
反
戦
を
訴
え
続

け
た
長
谷
川
テ
ル
の
事
績
を
研
究
し
、
テ
ル
の
思
想

を
学
び
今
に
生
か
し
語
り
継
ぎ
、
市
民
レ
ベ
ル
の
真

の
日
中
友
好
・
親
善
を
推
進
す
る
こ
と
は
、
今
日
の

複
雑
な
日
中
関
係
の
中
で
、
日
中
不
再
戦
の
誓
い
を 

固
め
、
北
東
ア
ジ
ア
の
平 

和
の
確
立
の
運
動
に
貢 

献
す
る
こ
と
を
強
調
。 

当
面
次
の
方
針
に
も
と 

づ
い
て
順
次
具
体
化 

す
る
。 

ⅰ
）
資
料
の
収
集
に
努 

力
し
、
調
査
・
研
究
を 

進
め
る
。 

ⅱ
）
般
若
寺
境
内
に
記
念 

碑
を
設
置
す
る
。
記
念
碑 

設
置
の
際
の
セ
レ
モ
ニ 

ー
の
企
画
の
検
討
。
実
現
す 

 
る
時
期
に
つ
い
て
は
、
諸 

条
件
を
慎
重
に
検
討
す
る
。 

碑
文
は
、
慎
重
に
検
討
し 

確
定
す
る
。
中
国
語
、
エ 

ス
ペ
ラ
ン
ト
で
併
記
す
る
。 

 

ⅲ
）
２
０
１
８
年
８
月
２
３
日
（
木
）
～
２
７
日
（
月
）

の
４
泊
５
日
に
日
程
で
ジ
ャ
ム
ス
へ
の
墓
参
の
旅
を

実
行
す
る
。 

ⅳ
）
勉
強
会
、
映
画
上
映
会
、
合
唱
曲
の
発
表
会
な

ど
の
具
体
化
を
順
次
検
討
す
る
。 

 

関
西
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
連
盟
会
長 

田
熊
健
二
さ
ん
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ 

「
つ
ど
い
」
に
関
西
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
連
盟
の
田
熊

会
長
か
ら
、
「
私
た
ち
も
テ
ル
の
歌
を
歌
い
、
長
谷

川
テ
ル
を
た
た
え
た
い
」
「
長
谷
川
テ
ル
の
エ
ス
ペ

ラ
ン
ト
著
作
集
や
伝
記
を
発
行
、
テ
ル
の
偉
業
を
紹

介
し
て
き
た
」
こ
と
な
ど
を
記
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
全
文
は
別

項
に
記
載
。 

 

テ
ル
と
夫
・
劉
仁
が
眠
る 

ジ
ャ
ム
ス
（
中
国
）
へ
の
墓
参
の
旅
の
計
画 

墓
前
で
「
ヴ
ェ
ル
ダ
・
マ
ー
ヨ
の
歌
」
を
歌
う 

顕
彰
実
行
委
員
会
は
、
長
谷
川
テ
ル
と
夫
・
劉
仁
が

眠
る
中
国
東
北
の
ジ
ャ
ム
ス
へ
、
来
年
（
２
０
１
８
年
）

８
月
２
３
日
（
木
）
～
２
７
日
（
月
）
の
４
泊
５
日
に

日
程
で
ジ
ャ
ム
ス
へ
の
墓
参
の
旅
を
実
行
し
ま
す
。 

こ
の
墓
参
の
旅
は
顕
彰
実
行
委
員
会
が
大
阪
日
中

友
好
協
会
の
協
力
を
得
て
企
画
し
、
JU
観
光
合
同
会
社

（
大
阪
）
に
日
程
等
を
依
頼
し
て
実
行
す
る
も
の
で
す
。 

顕
彰
委
員
会
準
備
会
（
仮
称
）
の
呼
び
か
け
人
の
皆
さ
ん

（
１
１
月
１
日
現
在
、
ア
イ
ウ
エ
オ
順
） 

小
笠
原
淳
子
（
奈
良
女
子
大
学
卒
業
、
愛
知
県
） 

加
藤 

宣
之
（
国
賠
同
盟
奈
良
県
本
部
事
務
局
長
） 

神
林 

規
子
（
奈
良
女
子
大
学
卒
業
、
日
本
民
主
主
義
文
学
会
会
員
、
大
阪
府
） 

越
山
の
ぶ
子
（
国
賠
同
盟
奈
良
県
本
部
理
事
・
治
安
維
持
法
犠
牲
者
遺
族
） 

田 

中 

郁
（
奈
良
女
子
大
学
卒
業
、
奈
良
蟻
の
会
合
唱
団
所
属
） 

田
中 

輝
男
（
奈
良
蟻
の
会
合
唱
団
団
長
） 

田 

辺 

実
（
国
賠
同
盟
奈
良
県
本
部
会
長
） 

西 

久
美
子
（
奈
良
女
子
大
学
卒
業
、
奈
良
県
葛
城
市
） 

平
井 

冨
勝
（
日
中
友
好
協
会
奈
良
支
部
会
員
） 

藤
井 

聖
仁
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
明
光
寺
住
職
・ 

奈
良
宗
教
者
平
和
協
議
会
副
理
事
長
） 

宮
城 

恭
子
（
奈
良
県
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ 

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
連
帯
委
員
会
会
長
） 

由
井 

鈴
枝
（
奈
良
女
子
大
学
卒
業
、
千
葉
県
） 

 



宮
城
恭
子
さ
ん
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の 

ケ
イ
・
シ
ュ
ガ
ー
さ
ん
も
参
加
し
、
墓
前
で
【
希
望
の

鳩 
ヴ
ェ
ル
ダ
・
マ
ー
ヨ 

長
谷
川
テ
ル
の
歌
】 

を
合
唱
す
る
計
画
で
す
。 

私
た
ち
も
ヴ
ェ
ル
ダ
・
マ
ー
ヨ
を 

歌
い
、
長
谷
川
テ
ル
を
た
た
え
た
い 

S
a

lu
to

n
!  

 

「
エ
ス
ペ
ラ
ン
チ
ス
ト
長
谷
川
テ
ル
に
思
い
を
よ

せ
る
つ
ど
い
」
に
ご
参
加
の
み
な
さ
ま 

S
a

lu
to

n

は
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
で
「
こ
ん
に
ち
は
」
と

い
う
意
味
で
す
。（
中
略
） 

治
安
維
持
法
犠
牲
者
・
長
谷
川
テ
ル
顕
彰
事
業
実
行

委
員
会
の
み
な
さ
ん
は
事
業
計
画
を
立
て
、
計
画
に
基

づ
い
て
実
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
私
た
ち
エ
ス
ペ

ラ
ン
チ
ス
ト
に
も
協
力
を
呼
び
か
け
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。「
希
望
の
鳩V

e
rd

a
 M

a
jo

長
谷
川
テ
ル
の
歌
」

を
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
に
翻
訳
す
る
こ
と
、
般
若
寺
に
設
置

す
る
長
谷
川
テ
ル
顕
彰
の
プ
レ
ー
ト
に
刻
む
文
言
を

翻
訳
す
る
こ
と
と
い
う
具
体
的
な
仕
事
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
歌
の
翻
訳
は
こ
の
つ
ど
い
に
何
と
か
間
に
合

い
ま
し
た
。
私
た
ち
も
こ
の
歌
を
会
合
な
ど
で
歌
い
、

長
谷
川
テ
ル
を
た
た
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
プ
レ

ー
ト
の
文
言
の
翻
訳
は
成
案
が
決
ま
り
次
第
、
翻
訳
に

取
り
か
か
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
翻
訳
者
の
目
途

も
立
っ
て
い
ま
す
。
プ
レ
ー
ト
が
設
置
さ
れ
れ
ば
、
長

谷
川
テ
ル
の
業
績
と
と
も
に
テ
ル
が
エ
ス
ペ
ラ
ン
チ

ス
ト
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
般
若
寺
を
訪
れ
る
人
に
知
っ

て
も
ら
え
る
い
い
機
会
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
エ
ス
ペ
ラ
ン
チ
ス
ト
も
長
谷
川
テ
ル
の
エ

ス
ペ
ラ
ン
ト
著
作
集
や
伝
記
を
発
行
し
、
テ
ル
の
偉
業

を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
大

会
で
も
折
に
触
れ
長
谷
川
テ
ル
を
取
り
上
げ
て
き
ま

し
た
。 

長
谷
川
テ
ル
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
著
作
集
や
伝
記
を
発

行
、
テ
ル
の
偉
業
を
紹
介
し
て
き
た 

1979
年
に
第
66
回
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
大
会
を
神
戸

で
開
催
し
た
と
き
に
、
来
日
し
た
劉
仁
・
長
谷
川
テ
ル

の
遺
児
、
劉
星
・
劉
暁
蘭
兄
妹
は
開
会
式
で
あ
い
さ
つ

し
、「
テ
ル
の
遺
児
を
囲
む
会
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
ご

存
知
の
よ
う
に
劉
暁
蘭
さ
ん
は
の
ち
に
日
本
に
帰
化

し
た
長
谷
川
暁
子
さ
ん
の
こ
と
で
す
。
1998
年
に
は
第

48
回
関
西
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
大
会
を
奈
良
女
子
大
学
で

開
催
し
ま
し
た
。
せ
っ
か
く
長
谷
川
テ
ル
の
母
校
で
行

う
の
だ
か
ら
と
、
番
組
と
し
て
、「
長
谷
川
テ
ル
を
語
る
」

を
持
ち
、
長
谷
川
暁
子
さ
ん
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
大
会
に
参
加
し
て
い

な
い
市
民
の
方
に
も
公
開
講
演
「
緑
の
星
・
長
谷
川
テ

ル
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
2005
年
に
京
都
で
開
催

し
た
第
53
回
関
西
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
大
会
で
は
、
市
民
に

公
開
し
た
番
組
と
し
て
長
谷
川
テ
ル
の
研
究
家
に
よ

る
講
演
「
命
を
か
け
て
平
和
を
訴
え
た
エ
ス
ペ
ラ
ン
テ

ィ
ス
ト
・
長
谷
川
テ
ル
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
ご
く
最

近
で
は
昨
年
、
2016
年
に
開
催
し
た
第
64
回
関
西
エ
ス

ペ
ラ
ン
ト
大
会
で
は
日
中
友
好
協
会
大
阪
府
連
合
会

の
協
力
を
得
ま
し
て
、
朗
読
劇
「
戦
時
下
反
戦
放
送
・

長
谷
川
テ
ル
の
生
涯
と
遺
児
暁
子
」
を
公
開
番
組
と
し

て
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
命
が
け

で
平
和
を
訴
え
た
長
谷
川
テ
ル
の
思
い
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
、
折
に
触
れ
長
谷
川
テ
ル
を
取
り
上
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

最
後
に
、
こ
の
つ
ど
い
が
実
り
多
く
、
み
な
さ
ん
の

心
に
残
る
つ
ど
い
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

２
０
１
７
年
１
１
月
４
日 

一
般
社
団
法
人 

関
西
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
連
盟 

会
長 

田
熊
健
二 

松
浦
由
美
子
さ
ん
か
ら
貴
重
な
資
料
！ 

「
つ
ど
い
」
に
参
加
さ
れ
た
大
阪
民
衆
史
研
究
会
の
松

浦
由
美
子
さ
ん
か
ら
、
十
一
月
六
日
エ
ス
ペ
ラ
ン
チ
ス
ト

宝
木
武
則
氏
が
、
長
谷
川
テ
ル
が
一
九
三
年
に
中
国
に
渡

航
す
る
経
緯
を
書
い
た
文
章
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。 

そ
の
文
章
は
、「
反
核
産
業
人
の
会
」
の
会
報
Ｎ
Ｏ
・
２

５
（
１
９
９
０
・
１
０
・
２
５
）
に
「
川
西
洋
太
郎
さ
ん

の
急
逝
を
悼
む
」
と
題
し
た
も
の
。 

テ
ル
の
脱
出
の
経
緯
に
つ
い
て
手
助
け
し
た
人
物
に

つ
い
て
、「
私
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
同
志
、
神
戸
の
マ
ル
シ

ュ
の
発
行
人
中
塚
吉
次
が
そ
の
主
役
だ
っ
た
。・
・
・
中
塚

の
縁
故
の
さ
る
大
会
社
の
重
役
の
ル
ー
ト
で
あ
っ
た
」
と

述
べ
て
い
い
ま
す
。
こ
の
全
文
は
、
後
日
デ
ジ
タ
ル
デ
ー

タ
に
し
て
関
係
者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 


